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参考資料③：児童生徒・保護者調査の実施・集計結果 
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１．検討事項・実施方法等 
1.1 調査対象 
令和 2 年度の学校調査において、児童生徒・保護者調査の実施に協力いただけると回答のあった学校

のうち、400 校の小学校および 360 校の中学校（義務教育学校）を抽出し、調査の依頼をおこなった122。 
令和 2 年度の調査において、小学校は「小学５年生児童およびその保護者」、中学校は「中学２年生生

徒およびその保護者」を対象とし、公立小学校および中学校は各学校１クラス、国立・私立の小学校は

各学校２クラスを対象にしていただくように依頼をおこなった。なお、対象クラスは各学校で任意に決

定していただくようにした。 
令和 3 年度の調査は、令和 2 年度の児童生徒・保護者調査に回答いただいた、小学校 373 校・中学校

335 校（それぞれ、義務教育学校を含む）の児童生徒・保護者を対象に実施した。令和 3 年度の調査は、

小学生は「小学６年生児童およびその保護者」、中学校は「中学３年生生徒およびその保護者」を対象と

し、各学校に対して令和 2 年度調査に回答いただいたクラス番号等をお知らせし、令和 2 年度調査の対

象であった方と同一の方にアンケート調査票を配付いただくように依頼した。 
 

＜令和 2 年度調査実施の際の小学校についての抽出・対象設定の考え方＞ 

・調査に「協力できる」と回答した学校から 400 校抽出 
・400 校抽出する際には、全国の都道府県を 10 つの地域ブロックに分け、もともと学校調査を依頼

していた数に比例する形で、地域ブロックごとに抽出数を設定 
・地域ブロック別に、乱数により、値が大きかったものから対象とする 
・ただし、上記の方法だと、国立・私立の学校が含まれる数が少なく、集計・比較等ができなくな

ってしまうため、国立と私立は、「協力できる」と回答した学校をすべて対象とする 
・また、国立・私立の学校については、1 学校 1 クラスではなく、1 学校 2 クラス分依頼すること

で、対象者数の数を確保する 
 

  

 
122 小学校については 1,353 校、中学校については 1,284 校が児童生徒・保護者調査の実施に協力できる

と回答いただいた。すべての学校を対象にすることは困難であったことから、地域性や学校種別等もふ

まえ、小学校 400 校、中学校 360 校を抽出して調査の依頼をおこなった。1 校あたりの対象人数が中学

校のほうが多かったことから、中学校の対象学校数を小学校よりも少なくし、360 校とした。なお、児

童生徒・保護者調査の実施に協力できると回答いただいたにもかかわらず調査の対象校としなかった学

校については、その旨をお知らせする書面を郵送した。 



参考資料②1. 児童生徒・保護者調査検討事項・実施方法等 

- 113 - 

＜令和 2 年度調査実施の際の中学校についての抽出・対象設定の考え方＞ 

・調査に「協力できる」と回答した学校から 360 校抽出 
 ・360 校抽出する際には、全国の都道府県を 10 つの地域ブロックに分け、もともと学校調査を依頼

していた数に比例する形で、地域ブロックごとに抽出数を設定 
・さらに、私立の学校について、10 つの地域ブロック別に、もともと学校調査を依頼していた数に

比例する形で、地域ブロックごとに抽出数を設定 
・国立については、小学校と同様、ランダムに抽出すると対象数が少なくなってしまうため、「協力

できる」と回答した学校をすべて対象とする 
・地域ブロック別に、私立および公立それぞれについて、乱数により、値が大きかったものから対

象とする 
・中学校については、上記の考えで一定数対象者数が抽出可能であるため、すべての学校種で 1 学

校 1 クラスを対象とする 
 

＜令和 2 年度調査実施の際の小学校の対象学校の分布、調査票の配布数＞ 

 
 

＜令和 2 年度調査実施の際の中学校の対象学校の分布、調査票の配布数＞ 

 
 

 

  

国立 公立 私立 総計 国立 公立 私立 総計
北海道 北海道 18 18 400 400
東北 青森，岩手，宮城，秋田，山形，福島 31 31 890 890
南関東 埼玉，千葉，東京，神奈川 2 100 6 108 140 3570 400 4110
北関東・甲信 茨城，栃木，群馬，山梨，長野 29 2 31 840 130 970
北陸 新潟，富山，石川，福井 1 15 16 80 440 520
東海 岐阜，静岡，愛知，三重 47 47 1450 1450
近畿 滋賀，京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山 2 59 3 64 120 1820 210 2150
中国 鳥取，島根，岡山，広島，山口 1 23 24 70 640 710
四国 徳島，香川，愛媛，高知 13 13 300 300
九州 福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄 1 46 1 48 70 1260 10 1340

7 381 12 400 480 11610 750 12840

地域ブロック 都道府県
対象学校数 調査票配布数（余りの分を含む）

総計

国立 公立 私立 総計 国立 公立 私立 総計
北海道 北海道 1 15 16 40 520 560
東北 青森，岩手，宮城，秋田，山形，福島 1 26 1 28 40 820 20 880
南関東 埼玉，千葉，東京，神奈川 4 79 14 97 180 3100 440 3720
北関東・甲信 茨城，栃木，群馬，山梨，長野 1 25 2 28 40 890 50 980
北陸 新潟，富山，石川，福井 2 11 1 14 80 420 50 550
東海 岐阜，静岡，愛知，三重 39 3 42 1480 90 1570
近畿 滋賀，京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山 51 7 58 1890 240 2130
中国 鳥取，島根，岡山，広島，山口 3 16 2 21 140 480 80 700
四国 徳島，香川，愛媛，高知 1 10 1 12 40 320 40 400
九州 福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄 4 37 3 44 170 1160 110 1440

17 309 34 360 730 11080 1120 12930総計

地域ブロック 都道府県
対象学校数 調査票配布数（余りの分を含む）
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1.2 実施方法 
令和 2 年度調査実施にあたっては、依頼状、説明書、調査票等一式の返送用のための宅配便伝票（着

払伝票）をあらかじめ調査対象とする学校の学校長宛に郵送したうえで、令和 3 年 2 月 15 日に学校着

となるよう、保護者に向けた説明書や調査票等の一式を印刷したものを送付した。調査票等一式を各学

校で対象とする児童生徒に配付いただき、各家庭で回答いただくように依頼した。長期欠席者や特別支

援学級の児童生徒への配布については、各学校の判断により対応いただくように案内をした。 
なお、調査票等一式は、あらかじめ学校基本調査のデータから把握された各学校の１クラスあたりの

人数に沿って、10 部単位で送付した（1～10 部の幅で余りが生じる形で送付した）。余りの分は破棄し

ていただくようにし、対象以外の学年やクラスには調査票を配布しないように案内をした。 
回答済みの調査票は封筒に入れたうえで学校に提出していただき、集まったものを学校から着払い伝

票を用いて一括で返送いただいた。各家庭には令和 3 年 2 月 26 日までに学校に提出していただくよう

に案内をし、各学校からは令和 3 年 3 月 2 日までに返送いただくように依頼をした。なお、その後遅れ

て返送があった調査票についても受け付けた。 
令和 3 年度調査も同様の方法で実施した。依頼状・説明書をあらかじめ調査対象校へ郵送したうえで、

令和 3 年 12 月 6 日に学校着となるよう、保護者に向けた説明書や調査票等の一式を印刷したものを送

付。調査票等一式を各学校で対象とする児童生徒に配付いただき、各家庭で回答いただくように依頼し

た。回答済みの調査票は封筒に入れたうえで学校に提出していただき、集まったものを学校から一括で

返送いただいた。各家庭には令和 3 年 12 月 17 日までに学校に提出していただくように案内をし、各学

校からは令和 3 年 12 月 22 日までに返送いただくように依頼をした。その後遅れて返送があった調査票

についても受け付けた。 
 

＜調査票等一式として各学校に送付した書類（角２の封筒に封入したうえで送付）＞ 

 ・保護者宛の説明書 
・児童生徒用調査票（小学生用、中学生用） 
・保護者用調査票（小学生保護者用、中学生保護者用） 
・児童生徒用提出用封筒（小学生用水色、中学生用黄緑色） 
・保護者用提出用封筒（小学生保護者用白色、中学生保護者用黄色） 
 

＜「児童生徒・保護者調査」実施のフロー＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

セットした状態
で一式を送付 

対象学級の児童
生徒に配布 

浜銀総合研究所 児童生徒・ 

保護者 
学校 

各家庭で実施、

提出 
集まったものを

一式送付 
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1.3 調査内容、調査票の概要 
本報告書巻末の参考資料に示した各調査票で、「小学生」、「中学生」、「小学生保護者」、「中学生保護者」

のそれぞれに対して調査を実施した。 
「小学生」と「中学生」の調査票の内容はほぼ同一であり、「ふだんの生活」、「将来に対する考え」、

「新型コロナウイルス感染症の影響」等について情報を把握した。ただし、「小学生」の調査票について

は原則として漢字にルビを振り、一部の文言については中学生の調査票とは異なる表現に変更のうえで

実施をした。なお、児童生徒の心理面への影響を考慮し、小学生・中学生ともに、調査票の最後に「24
時間子供 SOS ダイヤル」の案内を掲載した。 
「小学生保護者」と「中学生保護者」の調査票についても、それぞれほぼ同一の内容であるが、一部

の文言については変更のうえで実施をした。保護者については、「家族のこと」、「お子さんとの接し方」、

「学校のこと、地域とのかかわり」、「お子さんのこと」、「お子さんの教育に対する考え方」、「臨時休業

期間中のこと」、「新型コロナウイルスの感染拡大の影響」、「ご自身のこと」、「家庭のこと」等について

情報を把握した。 
児童生徒の調査票と保護者の調査票には、右上部分に共通の番号を印字したうえで調査を実施してお

り、これにより親子関係等の対応関係が把握できるようにした。 
また、児童生徒調査では、クラス・出席番号、名前の頭文字に関する情報を得る項目を設定した。こ

れは、令和 2 年度調査の回答と令和 3 年度調査の回答との対応関係を把握することを目的に設定したも

のである。令和 2 年度調査と令和 3 年度調査で多くの項目を同一のものとすることにより、変化を把握

できるようにした。また、とくに令和 3 年度調査においては、GIGA スクール構想の進展のなかでの ICT
化の状況等についても把握した。 
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２．調査票 

2.1 令和 2 年度・小学生 
 

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の流行期
りゅうこうき

における 
児童
じ ど う

の学 習
がくしゅう

・生活
せいかつ

に関
かん

する調査
ちょうさ

（第
だい

１回
かい

） 
（小学生用

しょうがくせいよう

調査票
ちょうさひょう

） 
 
【調査

ちょうさ

について】 

■これは、小学生
しょうがくせい

のあなたの学習
がくしゅう

や生活
せいかつ

の状 況
じょうきょう

などを調
しら

べるためのアンケートです。テストではあ

りませんので、自分
じ ぶ ん

の思
おも

うように回答
かいとう

してください。 

■答
こた

えたくない質問
しつもん

やわからない質問
しつもん

はとばして、次
つぎ

の質問
しつもん

にすすんでください。 

■回答
かいとう

したものを保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

に見
み

せる必要
ひつよう

はありません。なお、もし自分
じ ぶ ん

で回答
かいとう

できない場合
ば あ い

は、保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

に回答
かいとう

のお手伝
てつだい

いをしてもらってもかまいません。 

■書
か

き終
お

わったら、自分
じ ぶ ん

で水
みず

色
いろ

の封筒
ふうとう

（【小学生用
しょうがくせいよう

】提出用
ていしゅつよう

封筒
ふうとう

）に入
い

れて、のりかテープでとじて、

学校
がっこう

の先生
せんせい

に提
てい

出
しゅつ

してください。  
【回答

かいとう

の仕方
し か た

について】 

■「学年
がくねん

・組
くみ

・出席
しゅっせき

番号
ばんごう

」、「名前
な ま え

の頭文字
かしらもじ

」、「誕生
たんじょう

日
び

の月
つき

」は数字
す う じ

や記号
き ご う

、ひらがなで、それ以外
い が い

の

回答
かいとう

はあてはまる番号
ばんごう

に〇印
じるし

をつけてください。 

■〇印
じるし

のつけかたは、質問
しつもん

文
ぶん

の終
お

わりに「あてはまる番号
ばんごう

１つに〇」や「あてはまる番号
ばんごう

すべてに〇」

などと書
か

いてあります。次
つぎ

の例
れい

のように回答
かいとう

してください。  
例
れい

１ あなたは、毎日
まいにち

何時
な ん じ

ごろに起
お

きますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに〇をつけてください。 

１ 6時
じ

より早
はや

い  ２ 6時
じ

～6時
じ

59分
ふん

  ３ 7時
じ

～7時
じ

59分
ふん

  ４ 8時
じ

より遅
おそ

い   
 
例
れい

２ 次
つぎ

のうち、あなたが家
いえ

で飼
か

っているものはありますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

１ 犬
いぬ

  ２ 猫
ねこ

  ３ 鳥
とり

  ４ 魚
さかな

  ５ その他
た

  ６ なにも飼
か

っていない 
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2.2 令和 2 年度・中学生 
 

新型コロナウイルス感染症の流行期における 
生徒の学習・生活に関する調査（第１回） 

（中学生用調査票） 
 
【調査について】 
■これは、中学生のあなたの学習や生活の状況などを調べるためのアンケートです。テストではありま

せんので、自分の思うように回答してください。 
■答えたくない質問やわからない質問はとばして、次の質問にすすんでください。 
■回答したものを保護者の方に見せる必要はありません。なお、もし自分で回答できない場合は、保護

者の方に回答のお手伝いをしてもらってもかまいません。 
■書き終わったら、自分で黄緑色の封筒（【中学生用】提出用封筒）に入れて、のりかテープでとじて、

学校の先生に提出してください。 
 
【回答の仕方について】 
■「学年・組・出席番号」、「名前の頭文字」、「誕生日の月」は数字や記号、ひらがなで、それ以外の回

答はあてはまる番号に〇印をつけてください。 
■〇印のつけかたは、質問文の終わりに「あてはまる番号１つに〇」や「あてはまる番号すべてに〇」

などと書いてあります。次の例のように回答してください。 
 
例１ あなたは、毎日何時ごろに起きますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１ 6 時より早い  ２ 6 時～6 時 59 分  ３ 7 時～7 時 59 分  ４ 8 時より遅い   
 
例２ 次のうち、あなたが家で飼っているものはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

１ 犬  ２ 猫  ３ 鳥  ４ 魚  ５ その他  ６ なにも飼っていない 
 
【最初に、あなた自身についてお聞きします。】 

Q1 あなたの学年・組・出席番号、性別、名前の頭文字（ひらがな 1 文字）を教えてください。 

 A）学年・組・出席番号 

２年 （       ）組   出席番号 （    ）番 

 B）性別   

１ 男   ２ 女   ３ その他・答えたくない 

 C）名前の頭文字（最初の 1 文字） 

ひらがな 1 文字（   ） ※例えば、文科
も ん か

太郎
た ろ う

さんであれば「た」、文科
も ん か

花子
は な こ

さんであれば「は」と回答 
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【あなたの将来に対する考えについてお聞きします。】 
 
Q22 あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。次のうちからあてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。複数ある場合は最も希望するもの 1 つに○をつけてください。 

１ 中学校まで 

２ 高校まで 

３ 専門学校（高校卒業後に行く）まで 

４ 短大（短期大学）まで 

５ 高専（高等専門学校）まで 

6 大学まで 

7 大学院まで 

8 その他 

9 わからない・考えたことがない 

 
SQ1 Q22 で「2 高校まで」～「7 大学院まで」に回答した方にうかがいます。 
あなたが中学卒業後に進学したいと思っている学校は、次のうちどれにあてはまりますか。それ

ぞれについて、あてはまる番号１つに〇をつけてください。 
 

A）設置者   

１ 公立  ２ 私立  ３ 国立  ４ その他  ５ まだ決まっていない 

 
  B）学科  

１ 普通科・理数科・英語科など  

２ その他の専門学科（工業科・商業科・農業科・看護科・福祉科・水産科など） 

３ 総合学科  

４ その他 （高等専門学校、専修学校など） 

５ まだ決まっていない 
 

SQ2  Q22 で「2 高校まで」～「7 大学院まで」に回答した方にうかがいます。 
あなたが中学卒業後に進学する学校を選ぶ上でどのようなことを重視しますか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

１ 学力の面で優秀な学校であること 
７ その学校を卒業した後の進学に有利である

こと 
２ 部活などの面で優秀な学校であるこ

と 
８ その学校を卒業した後の就職に有利である

こと 

３ 親や親戚のすすめ ９ 入試に合格できそうなこと 

４ 家の近くにある学校であること 10 学校の雰囲気・校風 

５ 友人と同じ学校であること 11 その他 

６ できるだけお金がかからないこと 12 どれも重視しない  
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2.3 令和 2 年度・小学生保護者 
 

新型コロナウイルス感染症の流行期における 
生徒の学習・生活に関する保護者調査（第１回） 

（小学生保護者用調査票） 
 

２０２１年２月 

 

調査主体：文部科学省 

調査実施：浜銀総合研究所 

調査協力：東京大学大学院教育学研究科中村高康研究室 

 

◆このアンケートは、小学 5 年生のお子さんの母親、父親、あるいはそれに代わる保護者の方が回答し

てください。調査の詳細は同封した「回答のお願い」をご覧ください。 

◆回答にあたってご不明な点がございましたら、調査実施機関である浜銀総合研究所の担当までお問い

合わせください。 

◆回答がすみましたら、同封の白色の封筒（【小学生保護者用】提出用封筒）に入れて、封をした上で、

令和３年２月２６日（金）までに学校にご提出ください。お名前は無記入でお願いします。 

 

 なお、調査にご協力いただけないという場合には、下の□にチェックしていただき、そのままこのア

ンケート用紙を提出用封筒に入れ、封をした上で、学校にご提出ください。 

 

□ 調査に協力できない 
 

【アンケートご記入にあたってのお願い】 

 このアンケートで「お子さん」とは、小学 5年生のお子さんのことをさします。以下では、このア

ンケートの対象となっている小学 5年生のお子さんについてのみお答えください。 

 双子のごきょうだいなどで、このアンケートが複数届いた場合も、お手数ですが、それぞれのお子

さんについて、それぞれのアンケート用紙に回答してください。 

 番号が示されている場合には、あてはまる番号に○をつけてください。また、必要なところは数字

でのご記入をお願いします。 

 答えにくい質問があるかもしれませんが、あまり考え込まず、お答えになれる範囲で回答してくだ

さい。また選択肢にあてはまる項目がない場合は答えなくて結構です。 
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Ⅰ 最初に、このアンケート用紙の調査対象となっているお子さんとご家族のことについておた

ずねします。 

 
Q1 調査対象のお子さんとあなたの続柄を教えてください。 

1 2 3 4 5 
母親 父親 祖母 祖父 その他 

 

Q2 調査対象のお子さんの性別を教えてください。 
1 2 3 

男性 女性 その他・答えたくない 
 

Q3 調査対象のお子さんからみた場合の兄弟姉妹の人数（実数）と、お子さんと兄弟姉妹を合わせた合

計の人数を□内に記入してください。いらっしゃらない場合は「０」をご記入ください。 

兄 姉 対象の 
お子さん（本人） 弟 妹 合計 

  人   人     1 人   人   人   人 

 

Q4 現在、調査対象のお子さんと一緒に住んでいる方すべてに〇をつけてください。（お子さんから見た

続柄で回答してください。単身赴任等で長期不在の方であっても、〇をつけてください。 
1 母親 4 祖父 7 弟 10 親族以外の同居者 

2 父親 5 兄 8 妹  

3 祖母 6 姉 9 その他の親族  

 

  






















